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広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号２

　

こ
れ
ま
で
、大
宮
地
域
、山
方
地
域
、緒
川

地
域
が
区
制
制
度
を
、
美
和
地
域
、
御
前
山

地
域
が
自
治
会
制
度
を
そ
れ
ぞ
れ
施
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
市
と
し
て
統
一
を
図
る
た

め
各
地
域
で
検
討
を
い
た
だ
き
、
平
成　

年
１８

４
月
か
ら
区
制
制
度
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
区
制
制
度
で
は
、
市
内
に　

の
区

９２

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
に
８
３
５
の
班
が
組

織
さ
れ
ま
す
。

　

区
は
大
字
程
度
を
単
位
と
し
、
班
は
お
お

む
ね　

戸
を
め
や
す
と
し
て
設
置
し
て
い
ま

２０

す
。
こ
れ
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
上

で
、
福
祉
や
環
境
対
策
な
ど
地
域
に
密
着
し

た
施
策
を
皆
さ
ん
に
す
ば
や
く
均
等
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
班
の
数
に
極
端
な
差
が

出
な
い
よ
う
に
設
け
た
基
準
で
す
。

区
の
活
動
内
容
は
？

　

各
地
区
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
の
ほ

か
、
共
通
の
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
活
動

が
あ
り
ま
す
。

◆
行
政
と
の
連
絡
調
整

◆
行
政
が
行
う
事
業
へ
の
協
力
と
参
加

◆
敬
老
会
の
実
施

◆
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
実
施（
支
援
）

◆
防
犯
灯
の
設
置
と
維
持
管
理

◆
ゴ
ミ
集
積
所
の
設
置
と
維
持
管
理

◆
地
域
清
掃
活
動
へ
の
参
加

◆
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
へ
の
協
力

◆
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者「
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
」「
簡
易
火
災
報
知
器
」設
置
へ
の
支
援

区
長
・
副
区
長
・
班
長
と
は
？

　

組
織
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
区
長
、
副
区
長
、

班
長
を
市
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

区
長区

内
を
統
括
し
、
行
政
全
般
に
つ
い
て
地

域
と
行
政
相
互
の
連
絡
調
整
を
す
る
パ
イ

プ
役
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
区
長

区
長
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
代
理
と
な
る

な
ど
区
長
を
補
佐
し
、
環
境
保
全
推
進
委

員
長
を
兼
務
し
ま
す
。

班
長班

内
各
世
帯
へ
の
文
書
の
配
布
な
ど
の
広

報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
絡
体
制
は

〔
図
１
〕
の
よ
う
な
形
と
な
り
、
市
か
ら
の
連

絡
や
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
な
ど
は
区
長

や
班
長
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り 

ま
す
。

任
期
は
い
つ
ま
で
？

　

区
長
、
副
区
長
、
班
長
の
任
期
は
２
年
間

で
す
。

　

最
初
の
任
期
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

で
と
な
り
ま
す
。

　

班
内
の
世
帯
数
が
変
更
に
な
っ
た
時
は
、

広
報
・
旬
報
等
文
書
類
の
配
布
部
数
の
調
整

が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
区
長
を
と
お
し
て
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

総
務
課�
（　

）１
１
１
１

５２

内
線
３
１
４

市
の
活
気
は
、地
域
の
活
気
か
ら

　

こ
れ
か
ら
の
常
陸
大
宮
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
と
住
民
が

協
働
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
同

士
の
協
働
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
区
制
制
度
の
も
と
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
お
互
い
に
連
携
し
、
地
域
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
な
が
ら
、
支
え
合
い
、
協
力
し

合
っ
て
、
元
気
な
地
域
を
つ
く
り
、
そ
し
て

元
気
な
地
域
の
力
が
、
活
気
あ
る
市
の
パ

ワ
ー
の
源
と
な
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

班
内
の
世
帯
数
が
変
わ
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
？

新しい区・班数

班数区数地域名

461班39区大宮地区

175班17区山方地区

68班8区美和地区

57班15区緒川地区

74班13区御前山地区

835班92区合 計



広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号３

常陸大宮市の区の名称・区域
■大宮地域

区　域名　称区　域名　称区　域名　称
鷹巣鷹 巣 区２２高渡町／姥賀町／東富

町の一部／北町の一部
／下町の一部

大宮第１０区１０

栄町／南町の一部大宮第１区１
小祝小 祝 区２３南町／栄町の一部／中

富町の一部／上町の一
部／下町の一部

大宮第２区２ 辰ノ口辰 ノ 口 区２４
塩原塩 原 区２５野中町の一部／抽ケ台

町の一部／東富町の一
部／田子内町の一部

大宮第１１区１１ 小倉小 倉 区２６中富町／南町の一部／
抽ケ台町の一部／上町
の一部

大宮第３区３ 富岡富 岡 区２７
下岩瀬下 岩 瀬 区２８田子内町大宮第１２区１２
上岩瀬上 岩 瀬 区２９東野東 野 区１３抽ケ台町大宮第４区４
根本根 本 区３０八田八 田 区１４上町／中富町の一部／

抽ケ台町の一部大宮第５区５
泉泉 区３１若林若 林 区１５
宇留野の一部宇留野台区３２西塩子西 塩 子 区１６下町／北町の一部大宮第６区６
宇留野の一部宇留野圷区３３北塩子北 塩 子 区１７上町の一部／下町の一

部／北町の一部大宮第７区７
下村田下 村 田 区３４照田の一部大宮照田区１８
上村田上 村 田 区３５上大賀の一部上 大 賀 区１９抽ケ台町の一部／北町

の一部／東富町の一部大宮第８区８
石沢石 沢 区３６上大賀の一部久 慈 岡 区２０
小場小 場 区３７岩崎岩 崎 区２１東富町／野中町の一部大宮第９区９
小野小 野 区３８
三美三 美 区３９

■山方地域
区　域名　称区　域名　称区　域名　称

盛金盛 金 区１２諸沢の一部／北富田諸 沢 西 区７山方の一部山方第１区１
久隆／盛金の一部久 隆 区１３諸沢の一部／西野内の

一部諸 沢 東 区８
山方の一部山方第２区２

家和楽家 和 楽 区１４山方の一部山方第３区３

照田の一部／野上の一
部山方照田区１５

西野内西 野 内 区９野上の一部野上第１区４
小貫小 貫 区１０野上の一部野上第２区５

長田／照田の一部長 田 区１６照山／小貫の一部照 山 区１１舟生舟 生 区６
長沢長 沢 区１７

■美和地域
区　域名　称区　域名　称区　域名　称

小田野小 田 野 区７上檜沢上 檜 沢 区４氷之沢氷 之 沢 区１
鷲子鷲 子 区８高部の一部高部第１区５下檜沢の一部下檜沢第１区２

高部の一部高部第２区６下檜沢の一部下檜沢第２区３

■緒川地域
区　域名　称区　域名　称区　域名　称

油河内油 河 内 区１１上小瀬の一部本 郷 区６那賀那 賀 区１
小瀬沢／松之草小 松 区１２上小瀬の一部川 西 区７下小瀬／小玉下小瀬小玉区２
吉丸吉 丸 区１３上小瀬の一部西 根 区８国長国 長 区３
入本郷入 本 郷 区１４大岩大 岩 区９上小瀬の一部下 郷 区４
千田千 田 区１５小舟小 舟 区１０上小瀬の一部宿 区５

■御前山地域
区　域名　称区　域名　称区　域名　称

秋田秋 田 区１１下伊勢畑下伊勢畑区６野口の一部野口第１区１
中居中 居 区１２上伊勢畑上伊勢畑区７野口の一部野口第２区２
金井金 井 区１３檜山檜 山 区８野口の一部野口第３区３

長倉長 倉 区９野口平野 口 平 区４
野田野 田 区１０門井門 井 区５



広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号４

●
上
下
水
道
部
の
組
織
体
制

水
道
課

　

庶
務
係　
　

庶
務
第
１
係
（
上
水
道
）

庶
務
第
２
係（
簡
易
水
道
）

　

業
務
係　
　

業
務
第
１
係
（
上
水
道
）

業
務
第
２
係（
簡
易
水
道
）

　

施
設
係�
　

施
設
係
（
上
水
道
）

下
水
道
課

　

庶
務
係�
　

庶
務
係

　

公
共
下
水
道
係�
　

公
共
下
水
道
係

　

集
落
排
水
係　
　

集
落
排
水
係

施
設
管
理
係

（
農
業
集
落
排
水
、

戸
別
浄
化
槽
、
合
併

浄
化
槽
）

総
合
支
所
建
設
課

水
道
係
、
下
水
道
係
が
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

土
木
建
築
係

　

上
下
水
道
係
（
相
談
受
付
・
施
設
管
理
）

　

上
下
水
道
に
関
す
る
相
談
、
連
絡
等
に

つ
い
て
は
、
水
道
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
方
・
美
和
・
緒
川
・
御
前
山

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
総

合
支
所
の
建
設
課
（
上
下
水
道
係
）
で
も

ご
相
談
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎
内内内内内内内内内内内内内内内内内
ののののののののののののののののの
配配配配配配配配配配配配配配配配配
置置置置置置置置置置置置置置置置置
ががががががががががががががががが
変変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

　

下
水
道
課
が
水
道
事
務
所
内
へ
移
動
す

る
こ
と
に
伴
い
、
市
役
所
庁
舎
内
の
配
置

が
変
わ
り
ま
す
。

◆
１
階
フ
ロ
ア

　

税
務
課
を
配
置
し
て
い
た
場
所
に
、

環
境
課
を
配
置
し
ま
す
。

◆
２
階
フ
ロ
ア

　

下
水
道
課
を
配
置
し
て
い
た
場
所

に
、
建
設
課
を
配
置
し
ま
す
。

　

環
境
課
を
配
置
し
て
い
た
場
所
に
、

税
務
課
を
配
置
し
ま
す
。

� �� �
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水道事務所（２階）
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上上上上上上上上上上上上上上上上上
下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道
部部部部部部部部部部部部部部部部部
ががががががががががががががががが
設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置
さささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

　

現
在
、
水
道
事
務
所
内
に
水
道
課
が
、

本
庁
舎
内
に
建
設
部
と
し
て
下
水
道
課
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
を

統
括
す
る
上
下
水
道
部
を
新
た
に
設
置

し
、
下
水
道
課
が
水
道
事
務
所
に
移
動
し

ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
及
び
各

総
合
支
所
建
設
課
の
係
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

１階
北側入口

南側入口



広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号５

　

今
後
の
市
の
行
政
の
適
正
な
推
進
、
及

び
地
域
振
興
、
経
済
発
展
を
目
指
す
た
め

に
、
ま
た
、
大
き
な
祭
典
の
開
催
に
向
け

て
次
の
係
が
新
し
く
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
監
査
委
員
事
務
局

監
査
係

●
企
画
課

都
市
交
流
係

　

都
市
住
民
と
市
民
の
交
流
を
進
め
ま
す
。

●
介
護
高
齢
課

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
推
進
室

　

平
成　

年
度
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
開

１９

催
に
伴
う
、
競
技
会
場
と
し
て
の
準
備
に

向
け
て
設
置
し
ま
す
。

●
健
康
推
進
課

保
健
予
防
係

　

常
陸
大
宮
健
康　

の
推
進
に
伴
い
、
保
健

２１

師
部
門
を
独
立
し
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
商
工
観
光
課

企
業
誘
致
推
進
室

商
工
振
興
係

観
光
振
興
係

　

市
の
商
工
業
、
観
光
を
活
性
化
し
、
経

済
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

●
生
涯
学
習
課

体
育
施
設
管
理
係

　

市
内
全
域
の
体
育
施
設
を
管
理
し
ま
す
。

そ
の
他
変
更
と
な
る
も
の

◆
教
育
事
務
所
学
校
教
育
係
の
廃
止

　

教
育
事
務
所
内
の
学
校
教
育
係
を
廃
止

し
、
本
庁
学
校
教
育
課
に
お
い
て
、
市
内

の
学
校
教
育
関
係
の
事
務
を
統
括
し
ま
す
。
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２階

　２月２４日、県民文化センターにおいて、「第４７回茨
城県統計大会」が行われました。大会では、統計功
労者の表彰、統計グラフコンクールの表彰などが行
われ、当市からも１６人の方が表彰を受けました。

●������　　関口　邦夫さん（高部）
　　　　　　　　　圷　　　進さん（野口）
●��������　　

杉山　成實さん（小場）　圷　　　進さん（野口）
阿久津定夫さん（泉）　　小野瀬　泰さん（鷹巣）
��安　育造さん（上大賀）

�������　奥村　清司さん（北町）
　　　　　　　　　横山　英明さん（照田）
　　　　　　　　　寺門　光文さん（上村田）
　　　　　　　　　小林　　昭さん（諸沢）
●��������	
�　助川　寛一さん（岩崎）
　　　　　　　　　　　　　三村　　明さん（小場）
　　　　　　　　　　　　　木村　康広さん（小貫）
統計グラフコンクール
��������	
�

パソコン統計グラフの部
｢中学生の孤独な心に付け入る薬物」
大宮中２年　
黒羽　　亮さん

���������	


｢おおきくなったらなにになりたい？ ｣
嶐郷小１年
　堀江晋太郎さん
　阿部　晟也さん
　小室　蒼太さん

統計大会で表彰統計大会で表彰統計大会で表彰 新新新新新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいい
係係係係係係係係係係係係係係係係係
ががががががががががががががががが
設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置
さささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

北側入口

南側入口

▲

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

前
列
左
か
ら
、
杉
山
さ
ん
、��
安

さ
ん
、
小
野
瀬
さ
ん
、
後
列
、
関

口
さ
ん
、
圷
さ
ん
、
阿
久
津
さ
ん
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ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と

ず
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と
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み
続
け
た
い
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思
え
る
ま
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に
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思
え
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ま
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●調査の方法●
������

住民意向調査：
市内在住の２０歳以上の方から５，０００人を無作
為に抽出し、郵送での発送及び回収による調査

回収率：３０．４％
児童・生徒意向調査：
小学５年生４５４人、中学２年生５００人、高校２
年生３３８人の１，２９２人を対象に各学校にて実施
回収率：９０．８％

������

平成１７年８月８日～９月３０日
（児童・生徒意向調査は７月に実施）

総合計画策定のための意向調査結果
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住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民意意意意意意意意意意向向向向向向向向向向調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果住民意向調査結果

定住意識について
��������	
��
�

��������	
��

���

身近な地域の現状について
��������	
��
�����
�����

��������	
��
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まちの魅力、将来の望ましい姿について
��������	
��
���������������������� �����

��������	


今後のまちづくりについて
��������	
��
���
�������������	�� 	!"#�$%&

①　����：地域の移動手段の確保、生活道路の整備

②　�����：医療体制の充実、各種福祉などの充実

③　�����：防災防犯体制の強化、青少年の健全育成

④　�������：地域での環境対策、山林の保全・活用、

水辺環境の保全・活用

⑤　�����：観光の振興

⑥　��������	
：伝統芸能等の保全、継承、

学習機会の充実

⑦　��������：地域の子育て支援、世代間交流の

促進

⑧　����：ボランティアの育成、自治会活動の活性化

��������	
��
��

��������	
��
�

��������	

������

総合計画策定のための意向調査結果
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児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童・・・・・・・・・・生生生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒のののののののののの意意意意意意意意意意向向向向向向向向向向調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果児童・生徒の意向調査結果

��������	
��
�

今回は、紙面の都合上結果の一部をお伝えしました。その他の詳しい調査結果は、企画課企画調整係
または、市のホームページhttp://www.city.hitachiomiya.lg.jpでご覧になれます。
■問い合わせ先　本庁３階　企画課企画調整係　�（５２）１１１１（内線３２３、３２４）

��������	
�	�
�������

��������	
��
��

��������	
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������

��������	
��
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　介護保険制度が導入されて５年が経過し、高齢者の皆さんが住み慣れた地域でいきいきと生活できるよう
介護保険制度の見直しが行われます。

見直しの背景

　介護が必要な状態にならないよう、介護予防を進めていくために、次のような視点を
大切にしています。
●自分でできることはできる限り自分で
● 「目標志向型」のサービス利用 … 明確な目標を設定し、一定期間後に評価､サービスを検討
●「こういう生活をしていきたい」…利用者の意思・意欲を尊重

�改正後�　介護を「予防」するサービスが始まります。
軽度の要介護者に対して、状態の改善に向けた介護予防サービスがスタートします。
　①要支援者（生活機能低下が軽く改善する可能性の高い人） 新予防給付　

地域でも要介護状態にならないために介護予防事業が始まります。
　②虚弱高齢者（要支援へ移行する危険性のある人）
　③元気な高齢者

�
�
� 地域支援事業

� �����

� ��������

��������������������������������������������������������������������������������										
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●住み慣れた地域での自立支援
　高齢者の生活を総合的に支援する「地域包括支援セ
ンター」を設置し、高齢者が抱えるさまざまな問題の
相談や、介護保険のサービスと医療や福祉によるサー
ビスの総合的な提供を行います。 保健師　社会福祉士　　主任ケアマネージャー

皆さんが、安心した生活を続けられるよう支援します

��������	


専門職が連携して対応します
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　平成１７年中の出火件数は２２
件あり、前年の２７件より５件
（１８．５％）の減少でした。
　この出火件数を火災種別ご
とにみると、建物火災が１７件
と最も多く、次いで林野火災
１件、車両火災１件、その他
火災３件となっています。

������������������������������������������������

●　火災発生状況　●
前年比H17年区　分

△1件17件建 物 火 災
火
災
件
数

△4件1件林 野 火 災
0件1件車 両 火 災
0件3件そ の 他
△5件22件合　 計

△50,857千円47,920千円損 害 額
△135㎡1,293㎡焼 損 面 積
△1人1人死　 者死

傷
者 △3人1人負 傷 者

△1世帯13世帯世　 帯り
災 1人32人人　 員

●　火災件数構成比　●

●　救急出動状況　●
前年比H17年区　　分
28件1,591件出 場 件 数
26人1,560人搬 送 人 員
△3件1件火　 　 災
0件0件自 然 災 害
△1件4件水 難 事 故
△43件177件交 通 事 故
6件43件労 働 災 害
2件17件運 動 競 技
25件217件一 般 負 傷
3件10件加　 　 害
0件14件自 損 行 為
31件985件急　 　 病
8件123件そ の 他

　平成１７年中の救助活動状況
をみると、救助出場件数は２０
件で前年と比較して７件減少
しました。

●　救助出場状況　●
前年比H17年区　　分
△7件20件出 場 件 数

0件0件火　 　 災
△7件12件交 通 事 故
△1件4件水 難 事 故
0件0件自 然 災 害
1件1件機 械 事 故
0件0件建 物 事 故
1件1件ガス酸欠事故
0件0件爆 発 事 故
△1件2件その他事故

��������	
��

第５８回（財）日本消防協会定例
表彰式が、２月１０日に日本消
防会館（東京都港区虎ノ門） 
において挙行され、この中で
常陸大宮消防団（連合団長：
小田倉和男）が地域社会の安
全確保等に尽力した功績によ
り優良消防団として表彰旗を
授与されました。

火　災

救　助

●　救助出動構成比　●

　平成１７年中の救急出場件数は、
１，５９１件で前年（１，５６３件）に比べ２８
件（１．８％）増加し、搬送人員も
１，５６０人で前年（１，５３４人）に比べ２６
人（１．７％）増加し、過去最高とな
りました。

救　急 ●　救急件数構成比　●

◆救急車を呼ぶ前に◆　　救急車は、事故や病気などで緊急に病院
などへ搬送する必要がある場合に利用するものです。最近、軽い症状でも
救急車を利用する人が増えています。これは事故による大ケガや心筋梗塞
など緊急に病院などへ搬送する必要がある人への救急車の到着を遅らせる
ことになります。市民の皆様のご協力をお願いします。
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２
月　

日
、
野
口
小
学
校
を
会
場
に
、

２５

市
内
の
防
災
関
係
機
関
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

及
び
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
り
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
は
、
防
災
関
係
機

関
と
市
民
一
人
ひ
と
り
と
の
連
携
・
協
力

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
相
互

の
効
果
的
な
連
携
、
迅
速
な
活
動
を
め
ざ

し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
消
防
団
員
や
地
域

住
民
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
の
主
な
内
容

　

茨
城
県
地
方
に「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
」

の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
。
市
内
で
も
建

物
の
倒
壊
や
火
災
等
の
被
害
が
相
次
い
で

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
校
舎
へ
の
は

し
ご
に
よ
る
屋
内
進
入
訓
練
、
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
出
訓
練
、
火
災
が
発
生
し
た
校

舎
の
防
御
訓
練
及
び
延
焼
を
阻
止
す
る
た

め
の
中
継
訓
練
、
飛
火
警
戒
訓
練
等
を
、

地
元
御
前
山
消
防
団
員
及
び
、
大
宮
・
山

方
・
美
和
・
緒
川
消
防
団
員
が
応
援
部
隊

と
し
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

人
命
救
助
訓
練

　

火
災
に
よ
り

屋
上
に
取
り
残

さ
れ
た
職
員
の

救
出
の
た
め
、

県
防
災
航
空
隊

の
防
災
ヘ
リ
に

よ
る
つ
り
上
げ

救
助
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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非
常
炊
き
出
し
訓
練

　

野
口
女
性
防
火
ク
ラ
ブ　

人
の
協
力
に

１３

よ
り
２
０
０
人
分
の
非
常
食
が
作
ら
れ
ま

し
た
。

住
民
体
験
訓
練

　

消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
水
バ
ケ
ツ
や
消

火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
、
天
ぷ
ら
油
火
災

を
想
定
し
た
消
火
訓
練
や
、
ス
モ
ー
ク
ハ

ウ
ス
に
よ
る
煙
体
験
の
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
応
急
手
当
の
講
習
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
常
陸
大
宮
保
健
所
管
内
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
主
催
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
太
田
市
、
常
陸
大
宮
市
、
那
珂
市
、

大
子
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
白
菜
料
理
６
品

の
中
か
ら
、
山
方
舟
生
地
区
出
品
の
「 
冬 ふゆ

 
薔  
美 
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
う 
び

　

簡
単
で
低
カ
ロ
リ
ー
、
１
食
で
た
っ
ぷ

り
の
野
菜
が
と
れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
ぴ
っ
た
り
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
作
っ
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

◎ 
冬  
薔  
美 

ふ
ゆ 
そ
う 
び

（
冬
に
咲
く
バ

ラ
の
よ
う
に

見
た
目
に
も

美
し
い
料
理

で
す
）

善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意ををををををををををををををををををををををををををををををををあああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりががががががががががががががががががががががががががががががががととととととととととととととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううううううううううううう善意をありがとう
　美和消防団第一分団後援会（代表　相

田功様）から、道路改良工事により移
転となった消防器具置場の移転補償費
の 一 部
350万円
が常陸大
宮市に寄
付されま
した。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号１３
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２
月
４
日
、
御
前
山
市
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
「
ご
ぜ
ん
や
ま
人
権
の
つ
ど

い
」
が
１
６
０
人
の
参
加
者
の
も
と
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
女
優
の
石
井
め
ぐ
み
先
生
に

よ
る
「
や
さ
し
い
街
や
さ
し
い
人
」
と
題

し
た
講
演
会
が
あ
り
、
自
分
の
子
育
て
の

経
験
を
通
し
て
、
障
害
者
の
た
め
に
健
常

者
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

講
演
さ
れ
、
来
場
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
人
権
教
育
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
者
の
表
彰
や
小
中
学
生
に
よ
る
人
権
作

文
の
発
表
が
あ
り
、
人
権
に
関
す
る
意
識

を
高
め
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
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（
親
業
訓
練
研
修
講
座
）

　

こ
の
講
座
は
、
青
少
年
育
成
常
陸
大
宮

市
民
会
議
大
宮
支
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
親
と
子
の
二
方
通
行
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
と
方
法
を
学

び
、
子
ど
も
が
自
分
で
自
分
の
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
実
技
を
通

じ
て
学
ぶ
も
の
で
す
。
子
ど
も
に
問
題
行

動
が
起
こ
っ
た
場
合
、
親
は
、
そ
の
問
題

が
親
自
身
の
子
ど
も
と
の
接
し
方
が
悪
か
っ
た

り
、
親
と
し
て
の
行
動
が
効
果
的
で
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
場
合
が
多
い
こ
と
に
あ
ま

り
気
付
い
て
い
な
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

支
部
で
は
こ
の
講
座
を
年
間
事
業
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、
４
回
目
と
な
っ
た
今

年
は
２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
、
日
常
生

活
の
中
で
こ
の
技
法
を
実
践
し
、
子
ど
も

の
心
を
理
解
し
、
話
の
通
じ
合
う
親
子
関

係
を
築
い
て
い
る
な
ど
、
具
体
的
な
変
化

を
生
ん
で
い
る
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
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子
ど
も
に
関
わ
る
暗
い
事
件
が
多
数
発

生
し
、
子
ど
も
達
も
不
安
を
抱
い
て
い
る

中
、
子
ど
も
達
に
希
望
を
も
っ
て
力
強
く

こ
の
１
年
を
前
進
し
て
ほ
し
い
と
、
１
月

　

日
、
世
喜
小
学
校
で
教
育
講
演
会
が
開

２７催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
年
齢
別
の
部
で
優
勝
し
た
西
野
義
雄

先
生（
常
陸
太
田
市
）に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た

ち
は
、
西
野
さ

ん
不
屈
の
体
験

談
か
ら
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
大

切
さ
や
達
成
す

る
喜
び
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
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　お年玉付き年賀はがきの一等に木村拓弘さん（舟生）が当選し、
山方郵便局（根本定人局長）で賞品
が贈られました。
　木村さんによると、当選したのは
同僚からの年賀状で、「１等賞があ
たり驚いています。新年早々うれし
いことがあり、今年は最良の年にな
るのではと思っています。パソコン
は仕事と家族で使いたい」とのこと
でした。

��������
山方子育て支援センター

　山方子育て支援センター（山方保育所
内）では、地域の未就園児を持つ家庭を
対象に、週３回育児支援を行なっていま
す。その中では、保育園児との交流も大
切にしており、２月８日には、保育所で
行なわれた｢お店屋さんごっこ｣に参加し
ました。
　親子で作った品物も店先に並べられ、
年長さんの｢いらっしゃーい！ ｣の声に
誘われ、大きな紙袋を手に、目を輝かせ
てやりとりしながらお買い物を楽しみま
した。指輪や洋服をさっそく身につけご
満悦。たこ焼き屋さんでは、あつあつの
たこ焼きに舌鼓「おいしかった！」「楽し
かったね。」と満足そうでした。

▲親業訓練上級インストラクター
　中井喜美子先生（茨城大学講師）



広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号１４

結　果
【中学生以下の部】

①青山貴春（264）②皆川大地

（252）③石崎裕稔（227）

【男子の部】

①廣木栄（315）②廣木太（273）

③古田土正夫（238）

【女子の部】

①諸澤澄子（277）②吉田久美子

（276）③関澤美代子（251）

【ハイゲーム賞】

男子　廣木栄（158）

女子　吉田久美子（147）
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（
１
／　
　

緒
川
中
学
校
体
育
館
）

２９

　

市
教
育
委
員
会
、
緒
川
地
域
体
育
協
会
主

催
に
よ
り
、
団
体
戦
に
は　

チ
ー
ム
、
１
４

２９

５
人
、
個
人
戦
に
は　

人
が
参
加
し
、
白
熱

５７

し
た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

４
年
生
以
下
団
体
の
部

①
里
神
館

②
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ

③
山
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

③
小
里
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

５
・
６
年
生
団
体
の
部

①
里
神
館

②
小
里
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

③
山
方
剣
心
会
Ａ

③
緒
川
剣
道
教
室

小
学
４
年
生
以
下
個
人
の
部

①
会
沢
稜
亮（
山
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

②
菊
池
綾
菜
（
里
神
館
）

③
永
田
周
大
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

③
沼
田
滉
大
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

小
学
５
・
６
年
生
個
人
の
部

①
木
村
祐
人
（
山
方
剣
心
会
）

②
古
川
澪（
山
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

③
本
橋
恵
利
（
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　

③
岡
崎
晃
太
（
緒
川
剣
道
教
室
）

　大宮地域の親子スキー教室が２
月１８日、福島県会津高原だいくら
スキー場で行われました。
　当日は、雪質も良く、５５人の参
加者はスキーの班とスノーボード
の班に分かれて市体育指導委員の
指導のもと楽しい１日を過ごしま
した。
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　緒川地域では、２月１８日、福島県
会津高原だいくらスキー場で家族ス
キー教室が開催され、子どもから大
人まで５０人が参加しました。当日は
絶好のスキー日和に恵まれ、１日を
満喫しました。

　美和地域では、２月２５日に親子ス
ケート教室が、栃木県日光霧降ス
ケートセンターで開催され、親子な
ど４２人が参加しました。
　参加者は小春日和の中、スケート
を楽しみました。
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��������	

（１/２９　美和中学校体育館）
　市インディアカ連盟（河野秀
男会長）主催により開催され、
３部門に１３チームが参加し、熱
戦が展開されました。
○一般混合
優　勝　ユニークスＡ
準優勝　チューリップＣ
第３位　ユニークスＢ
○シニア混合
優　勝　ユニークスＤ
準優勝　ビックロックＡ
第３位　チーム　ふれセン
○一般女子
優　勝　チューリップＡ
準優勝　チューリップＢ
第３位　KIクラブ

　

２
月
７
、　

、　

日
の
３
日
に
わ
た
り
、　

名

１４

２１

３８

の
参
加
の
も
と
、
御
前
山
地
域
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

が
大
宮
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
教
室
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
所
属
の
中
山

プ
ロ
よ
り
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
の
と
り
や
す
い

ス
パ
ッ
ト
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
義
、
実
技

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
第
３
回
目
に
は
、
教
室
の

ま
と
め
と
し
て
３
部
門
に
分
か
れ
、
大
会
形
式
で

２
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ウ
ル
を
持
っ
て
ピ

ン
を
狙
う
、
真
剣
な
顔
と
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ス
ペ
ア

が
出
た
と
き
の
喜
び
の
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
優
勝
者
に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
よ
り
ボ
ー

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号１５

スポーツ活動、ボランティア活動にスポーツ安全保険
◇対 象 団 体　　スポーツ、文化、ボランティア、地域活動などを行う５人以上の社会教育関係団体
◇対象となる事故の範囲　　団体での活動中及び往復中
◇保 険 期 間　　平成18年４月１日～19年３月31日まで
◇加入手続き・問い合わせ　（財）スポーツ安全協会茨城県支部　�029－300－4710

共　済
見舞金

賠償責任保険
（支払限度額）

傷害保険（保険金額）
掛金

(1人年額)加 入 区 分 通　院
(1日につき)

入　院
(1日につき)

後遺障害
(最高)死　亡

突然死
160万円

身体賠償

１人１億円

１事故 ５億円

財物賠償

１事故500万円

(ＡＷについては

上記補償に身体・

財物賠償合算

１事故500万円）

1,500円4,000円3,000万円2,000万円500円
中学生以下の子ども
スポーツを行わない大人
高校生以上の文化活動団体

Ａ

2,000円5,000円3,150万円2,100万円1,050円中学生以下の子どもＡＷ

1,000円2,500円1,500万円1,000万円1,000円子どもと一緒にスポーツ活
動を行う大人ＡＣ

1,000円1,800円900万円600万円800円高齢者クラブなどの団体Ｂ

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,500円子どもと一緒にスポーツ活動を行う大
人（高校生以上のスポーツ活動団体）Ｃ

1,000円1,800円750万円500万円9,000円危険度の高いスポーツ活動
団体Ｄ
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　２月５日、山方宿通り（山方総合支所前～山方宿駅前）にお
いて「第７回山方宿若あゆ駅伝大会」が開催されました。
　晴天のもと、小学生低学年の部（６区間、１区間約１㎞）小

学生高学年の部、中学生の
部（５区間、１区間約２㎞）
に、41チーム215人の子ど
も達が参加し、寒さも忘れ
一生懸命走りました。沿道
にはたくさんの人があふれ
大変にぎわいました。

中学生の部（１０．０６㎞）小学生高学年の部（１０．０６㎞）小学生低学年の部（５．９９㎞）チーム

３９分２６秒Auby金とりた～I４０分４４秒山方小５年ボーイズ２５分１５秒ゴールデンキッズ第１位

３９分５０秒まちゃまちゃ４２分３２秒山方サッカー
スポーツ少年団Ａ２６分１６秒デビルスターズ第２位

４０分００秒チームポップコーン４４分１４秒爆風ポンポンワタ毛
ファミリーズ２９分０２秒ファイヤーオーシャン

キッズ第３位

中学生の部小学生高学年の部小学生低学年の部区間賞

高村　莉佳（７分４７秒）
（Auby金とりた～I）

木村　祐人（７分５０秒）
（山方小５年ボーイズ）

高須　拓実（４分１７秒）
（ファイヤーオーシャンキッズ）１　区

関　　耕平（７分０８秒）
（ホリえもんS”）

関　　理隆（７分５９秒）
（山方サッカースポーツ少年団A）

小口　将希（４分３７秒）
（デビルスターズ） ２　区

三次明日翔（８分２２秒）
（チームポップコーン）

金子　智和（８分４７秒）
（山方小５年ボーイズ）

小口百合香（３分５９秒）
（ゴールデンキッズ）３　区

菊池　響平（７分１３秒）
（まちゃまちゃ）

菊池　拓也（８分１５秒）
（山方サッカースポーツ少年団A）

菊池　優汰（４分０６秒）
（ゴールデンキッズ）４　区

神長　涼太（６分３６秒）
（アスリート）

大森　悠資（７分３７秒）
（山方小５年ボーイズ）

中島　健吾（４分１４秒）
（ゴールデンキッズ）５　区

斉藤　　学（３分３６秒）
（ゴールデンキッズ）６　区

区間新

区間新

区間新

区間新
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基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
テ
ー
マ
に
、
算
数
科
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。「
学
ぶ
喜

び
」「
分
か
る
喜
び
」
を
味
わ
え
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
個
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
多
様
な
指
導
が
大
切
と

捉
え
、
習
熟
度
別
学
習
や
コ
ー
ス
別
選
択
学

習
等
の
指
導
形
態
を
工
夫
し
た
少
人
数
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��
	

①
読
み
聞
か
せ

　

１
年
生
で
は
、　

月
か
ら
毎
週
月
曜
日
、

１０

保
護
者
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
型
絵
本
や
手
作
り
の
紙
芝
居

等
、
毎
回
工
夫
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
み
に
待
つ
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
異
学
年
交
流

　

異
な
る
学
年
の
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
、

ボ
ー
ル
遊
び
リ
レ
ー
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

等
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
遊
び
を
通
し
て
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
、
仲
良
く
元
気
に

生
活
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
相
手
を
思

い
や
る
心
や
相
手
を
敬
う
心
が
育
つ
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
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年
間
を
通
し
て
「
の
び
の
び
タ
イ
ム
」
と

い
う
業
間
体
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
鬼
遊
び
や
竹
馬
・
一
輪
車
・
大
縄

跳
び
・
５
分
間
走
な
ど
を
季
節
に
よ
っ
て
学

年
毎
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
キ
ン
グ

に
も
取
り
組
み
、
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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子
ど
も
達
の
登
下
校
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
方
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
・
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
本
校
で
は
、
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
児
童
の
手
に
よ
る
通

学
路
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。　

こ

れ
は
、
６
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
５
年
生
や
家
の
人

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
危
険
な
場

所
の
情
報
を
集
め
、
探
検
計
画
を
立
て
、
現

地
調
査
を
行
い
、
一
枚
の
地
図
に
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
に
は
、
危
険
な
場
所
の
写
真
や
注

意
を
呼
び
か
け
る
コ
メ
ン
ト
も
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
通
学
班

集
会
で
発
表
し
、
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め

に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
を
下
級
生
に
呼

び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
安
全
マ
ッ

プ
を
見
え
る
と
こ
ろ
に
掲
示
し
て
、
い
つ
で

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
大
宮
西
小
学

校
の
全
児
童
が
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
、
新
６
年
生
が
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�
�
�
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少
人
数
学
級
で
学
ん
で

６
年　

野
上　

真
衣

　

私
は
、
算
数
が
苦
手
で
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　

少
人
数
で
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
質
問
が
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
授
業
中
に
も
、
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
分
か
っ
て

い
る
こ
と
が
増
え
る
と
授
業
が
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。
少
人
数
の
勉
強
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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（抽ヶ台町2906-8　�52-0159）

少人数指導教室

校 訓

保護者による読み聞かせ運 動 会

５・６年生　145人のタワー
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明
治
政
府
の
も
た
ら
し
た
新
制
度
に

は
、
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
、
学
制
発
布

な
ど
の
ほ
か
に
税
制
の
変
革
と
し
て
地
租

改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
年

貢
と
し
て
作
物
で
納
め
て
い
た
税
を
一
律

で
地
価
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
定
め
、
そ
の

金
額
を
納
め
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
凶
作
も
顧
み
な
い
こ
の
政
策
に
は
全

国
で
制
度
そ
の
も
の
へ
の
反
対
一
揆
や
地

租
の
軽
減
一
揆
が
続
出
し
ま
す
。
市
内
の

広
い
地
域
が
舞
台
と
な
っ
た
明
治
九
年
の

一
揆
の
跡
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
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�

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
か
ら
実
施
さ

れ
た
地
租
改
正
に
よ
り
、
土
地
に
か
か
る

税
金
が
米
な
ど
の
収
穫
物
に
代
わ
っ
て
す

べ
て
金
納
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
九
年
に

納
め
る
べ
き
税
額
は
前
年
の
米
代
金
を
基

礎
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
折
悪
く
明
治
八

年
は
不
作
だ
っ
た
た
め
米
代
金
は
高
騰
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
翌
九
年
の

米
代
金
は
例
年
に
な
い
安
値
で
あ
っ
た
た

め
、
負
担
の
重
さ
は
過
酷
な
も
の
で
し

た
。
換
算
す
る
と
ほ
ぼ
例
年
の
倍
の
量
の

米
を
売
ら
な
け
れ
ば
税
を
納
め
ら
れ
な
い

よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
同
年
四
月
、
小
舟
村
の
本

橋
次
左
衛
門
ら
は
茨
城
県
権
令（
県
知
事
）

中
山
信
安
に
陳
情
書
を
提
出
し
て
窮
状
を

訴
え
ま
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
も
本
橋
は
機
を
窺
っ
て
い

ま
し
た
が
、
十
二
月
六
日
に
は
上
小
瀬
・

小
舟
両
村
の
農
民
が
他
村
の
村
人
と
と
も

に
地
租
の
納
入
期
限
の
延
期
を
願
い
出
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
周
辺
の
村
か
ら
約
八
百
人
の
農
民
た

ち
が
小
祝
村
に
結
集
し
ま
し
た
が
、
駆
け

つ
け
た
警
官
に
よ
っ
て
解
散
を
命
じ
ら
れ

ま
す
。
緊
張
が
高
ま
る
中
、
翌
日
出
張
し

て
き
た
巡
査
を
村
民
が
殺
害
す
る
と
い
う

事
態
に
発
展
し
、
更
に
は
周
辺
村
民
へ
一

揆
勢
へ
の
参
加
を
強
要
し
つ
つ
県
庁
へ
向

け
て
南
進
し
て
い
き
ま
し
た
。
警
戒
を
強

め
た
県
庁
は
、
旧
水
戸
藩
士
族
ら
に
応
援

を
要
請
し
、
三
百
人
を
集
め
ま
し
た
。
一

揆
勢
は
途
中
の
藤
井
村
（
水
戸
市
）
で
更

に
二
人
の
警
官
を
殺
害
し
、
状
況
は
悪
化

の
途
を
た
ど
り
ま
す
。
そ
の
後
、
警
官
と

士
族
隊
の
急
襲
に
よ
り
、
一
揆
勢
は
壊
走

し
、
警
官
側
の
投
入
し
た
懲
役
囚
に
よ
り

首
謀
者
の
ひ
と
り
大
町
甚
左
衛
門
が
殺
害

さ
れ
、
一
揆
勢
は
壊
滅
、
捕
縛
さ
れ
終
息

し
た
の
で
し
た
。

　�
�
�
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一
揆
に
参
加
し
た
者
の
処
罰
は
厳
し

く
、
死
亡
者
は
刑
死
者
も
含
め
て
一
〇

人
、
懲
役
刑
二
四
人
、
罰
金
刑
一
〇
六
四

人
を
数
え
、
参
加
し
た
二
郡
三
二
ヶ
村
に

及
ぶ
村
々
も
疲
弊
の
度
を
強
め
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
真
壁
で
も

同
様
の
騒
動
が
あ
り
、
こ
の
後
愛
知
、
三

重
、
岐
阜
な
ど
で
も
地
租
軽
減
や
反
対
の

一
揆
が
起
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
民
衆
運
動
に
よ
り
政
府
は
地
租
を
引

き
下
げ
る
方
針
を
固
め
、
明
治
十
年
に
は

地
価
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
税
率
は

二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
本

橋
ら
の
行
動
は
政
府
側
か
ら
は
「
暴
動
」

と
さ
れ
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
切
実
な

要
求
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
は
結
果
的
に
税
率
の
引
き
下
げ
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

一
揆
の
参
加
者
た
ち
に
つ
い
て
は
代
々

語
り
継
が
れ
、
一
揆
の
数
え
歌
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
は
政
府
に
逆
ら
っ
た

「
叛
逆
者
」
と
さ
れ
、
公
に
祀
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
民
主

化
の
中
で
見
直
さ
れ
、
顕
彰
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
に
は
小
瀬

一
揆
八
十
年
を
記
念
し
て
上
小
瀬
地
内
に

義
民
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
百

年
を
経
た
昭
和
五
十
年
に
は
現
在
の
緒
川

総
合
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
義
民
顕
彰
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。（

歴
史
民
俗
資
料
館
）

����

▲農民が集結したと言われる小祝神社付近

▲義民堂。現在も線香や花を手向ける人が絶えません
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　人体最大の臓器とも言われ、約2，500億個もの肝細胞
がぎっしり詰まっており、栄養の貯蔵・分解・合成の他、
アルコールや薬の分解・解毒など、肝臓が行う化学処理
は、わかっているだけで500種類にもおよびます。
　ただし、肝臓は少しのことでは症状がでないため、 
気付いたときには重症の慢性肝炎や命にかかわる肝硬変・肝臓がんの一歩手前だったというケース
も珍しくありません。年に１回は、健康診断などで肝機能のチェックをしておきましょう。
　肝臓は、やさしくいたわれば元気に長持ちする臓器です。下のような生活の工夫を参考に肝機能
をアップさせましょう。

■肝機能を高める生活の工夫
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バランスのよい食事でバランスのよい食事で
脂肪を減らす！脂肪を減らす！

　野菜や魚介類などが豊富な和
食を腹八分目にとるなど工夫し
てみましょう。

生活のリズムが生活のリズムが
すべてのはじまり！すべてのはじまり！

　最近、若い人を中心に朝食を
抜く人が増えています。そうす
ると、自然と１度の食事量が増
えるため肝臓に負担がかかり、
脂肪がたまりやすくなります。
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食べながら飲もう！
　食べながら飲むと、飲酒量が減って臓器への負担
も軽くなり、血液中の急激なアルコール濃度の上昇
も防げます。

お酒の適量はこれくらい
　１日の飲酒の適量は、ビールなら中ビン１本、日
本酒なら1合、ウイスキーならダブル1杯、焼酎（25
度）ならコップ１杯（約100ml）、ワインならグラ
ス２杯弱です。

おすすめのおつまみ
　魚や肉（低脂肪）、豆腐や納豆、チーズなどの良
質たんぱく質や野菜や海藻など、ビタミン、ミネラ
ルが豊富な食品が肝機能を高めます。鍋物や煮物な
どは特におすすめです。

週２日は連続して休肝日を！
　肝臓は回復力の強い臓器です。週に２日、できれ
ば連続してアルコール分解作業から開放してあげる
と、元気を回復します。ぜひ習慣にしましょう！
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薬は正しく使おう！薬は正しく使おう！
　薬のほとんどは肝臓で分解さ
れ全身に送られます。医師の処
方を守らずに勝手に飲む量を変
えると、肝臓に負担がかかり、
副作用を招くことがあります。
　また、最近人気のサプリメン
トも、乱用すると肝臓には大き
な負担になります。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号２０
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13・27日
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�美和かわせみの会のおはなし会� �������

�ロゼのつどいのおはなし会� �������

�どんどんちっちのおはなし会� ��������

�めばえの会のおはなし会� ��������

�はみんぐばあどのおはなし会� ��������
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�子ども放送局
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�こども読書週間
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号２１
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。

�休日・祝日の当番医　　3/19～4/30
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック （栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

3/19

（54）7777
0287（83）1166
0285（63）1151

一貫堂クリニック（下町）
金井医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

21

（53）2115
0287（82）2739
0285（64）1122

丹治医院（東富町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）

26

（52）0116
0287（88）6211
0285（63）2303

小泉医院（上町）
青木医院（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

4/2

（53）1111
0287（82）2170
0285（63）0320

志村大宮病院（上町）
阿久津医院（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

9

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）0036

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

16

（53）2115
0287（83）1166
0285（63）5131

丹治医院（東富町）
金井医院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

23

（52）0302
0287（82）2739
0285（63）1151

大曽根内科小児科（栄町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

29

（53）2282
0287（88）2136
0285（64）1122

高瀬医院（宇留野）
熊田診療所（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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「貸します詐欺」にご注意ください「貸します詐欺」にご注意ください!!!!
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（第１のポイント）　取引関係のないところから突然送られてくる、「お金貸します」と
のダイレクトメール（DM）・携帯メール等に注意。（低金利で、
しかも高額を貸し付けるかのような広告に注意）　

（第２のポイント）　融資をする前に、様々な口実でお金を振り込ませようとする手口
に注意。（保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求してきます）

（第３のポイント）　「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、送金の前に以下に問い合わせ。

「貸します詐欺」被害ホットライン 平日：午前９時～12時、午後１時～４時30分
�03－5320－4775（東京都貸金業対策課）

※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」になります。　
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（２月１日現在・推計常住者）

総人口４７，６５５人（男２３，２２０人、女２４，４３５人）
世帯数１６，０２４世帯

●病院ホームページもご覧ください。
　アドレス　http://www.ho-saisei.jp
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　年明けからの２ヵ月間の休日を使い、厳しい寒さをもろ
ともせず、県内の考古学研究者有志が中心となって、市内
泉坂下遺跡の学術調査が実施されました。
　泉在住の菊池栄一氏が、作業中偶然に同時代の土器を掘
り出され、資料館に寄贈して下さっていたことがきっかけ
となり、今回の発掘となったものです。
　「人面付土器」といえば、昭和51年に発掘された市内の
小野天神前遺跡のもの（県指定有形文化財）が有名ですが、
県内ではそれ以来発掘されておらず、驚きの大発見となり
ました。いずれも今から２千年程前の骨壺と考えられ、ひ
とつの穴に複数の土器が納められているのが特徴です。
　新発見の人面付土器は、
ISJ発掘調査の集いのご好
意によって、４月９日（日）
まで歴史民俗資料館大宮館
で公開しています。（ただ
し、月曜・祝日休館）この
機会にぜひ御覧下さい。
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男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女がががががががががが共共共共共共共共共共にににににににににに輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝けけけけけけけけけけるるるるるるるるるる社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会をををををををををを男女が共に輝ける社会を
　２月４日、市文化センターで常陸大宮市女性活動指導
者連絡協議会と常陸大宮市の主催による「男女共同参画
講演会」が開催されました。
　講師は茨城大学教授の酒井はるみ先生。男女共同参画
社会の形成をめざし、昭和６０年に「男女雇用機会均等法」
が公布され、さらに平成１１年に「男女共同参画社会基本
法」が公布されました。
　男女共同参画社会を実現するためには、人権の尊重、
社会における制度又は慣行についての配慮、政策等の立
案及び決定への共同参画、家庭生活における活動と他の
活動の両立、国際的協調などの取組が重要であるとのお
話がありました。
　また、参加され
た方からは、「大
変有意義でした」
との感想をいただ
きました。
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長倉小で竹細工・わら細工教室
　１ 月27日、

長倉小学校で

２・３年生を対

象に竹細工・わ
ら細工教室が開
催されました。
　この活動は、
３年生が総合的
な学習で米作りを行い、残った藁を有効活用
したいと考え、計画したものでした。
　当日、小学生は「ものづくり名人に教えて
もらおう」というテーマのもと、大貫岩夫さ
んをはじめ竹細工・わら細工教室のメンバー
の方たちからの指導を受け、みの箒や籠作
り・縄なえに挑戦しました。
　小学生は慣れない活動に悪戦苦闘しながら
も、個性あふれる作品を作り出すとともに、
地域の方々との交流を深め、楽しい１日を過
ごしました。




